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平成25年度から定住化支援・
� 子育て支援を充実させます！

新婚世帯定住奨励金（結婚祝い金）の支給
＊�結婚後（町外からの移住者の場合は、婚姻届提出後１年以内）、
町内で引き続き３年以上定住を前提とした新婚世帯を対象に、
一律５万円を支給【新規】

高校生までの医療費無料化
＊�子育て支援の一環で実施している中学校卒業までの医療費無料化（福祉医療
費助成事業）について、１８歳到達年度末までを無料化する【拡充】

私立幼稚園への就園奨励金の対象引き下げ
＊�「４歳以上」を対象としていた私立幼稚園への就園奨励金（入園料、保育料の軽減）
について、『３歳以上』に引き下げ【拡充】

すこやかベビー祝い金
　�町内に６か月以上住民登録があり、出産後も引き続き１年以上居住する
と見込まれる方には出産子１人につき 50,000 円を支給します。

特定不妊治療費助成事業
　�１年度あたり１０万円を限度に、通算して 5年間まで助成を受けられます。

新生児聴覚検査費用助成事業
　�生後１～ 2日目の入院中の赤ちゃんを対象に行う検査費用のうち、３，０００円を助
成します。

妊婦健康診査、超音波検査費用助成事業
　妊婦健康診査と超音波検査に係る費用の一部を助成します。

各種検診・予防接種の推進
　�乳幼児等定期予防接種（BCG、３種混合、４種混合、麻疹・風疹、インフルエンザ、
子宮頸がん、ヒブワクチン、小児用肺炎球菌、日本脳炎）の実施

保育事業
　�町内の保育所では低年齢から保育を実施し、安心して子育てができる
よう、さまざまな保育サービス（障がい児保育・土曜日保育・一時保育・
なかよしタイム）を行っています。

子育て支援センター事業
　�未就園児の親子を対象に、さまざまな取り組み（育児相談、仲間づくり、各種講
座、出前保育など）を行っています。

＊その他にも支援制度があります。＊

少子化対策
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揖斐川町の定住化の促進と少子化対策！
　揖斐川町では、若い世代の流出や少子高齢化の進展等による人口減少に歯止めをかけ、地域
の活性化を図るため、定住化の促進と少子化対策を行っており、平成２５年度においても新た
な制度と従来からの制度の拡充等、様々な独自のサービスを提供し、サポートします！

新築住宅建設等奨励金
　町内に住宅を新築または新築住宅を取得した場合に、その費用の一部を助成します。
新築住宅に対する固定資産税の減免
　町内の一定の要件に該当する新築住宅に対する固定資産税を 3年間軽減します。
住宅改修等奨励金
　町内の居住用住宅を改修する場合に、その費用の一部を助成します。
賃貸住宅家賃助成奨励金
　町内の民間賃貸住宅に３年以上居住することを前提に入居した場合に、家賃の一部を助成します。
民間賃貸集合住宅建設奨励金
　町内に居住用の賃貸集合住宅を新築した民間事業者に、建設費用の一部を助成します。
民間分譲戸建住宅奨励金
　町内に居住用の分譲戸建住宅を新築した民間事業者に、建設費用の一部を助成します。
民間分譲宅地開発支援奨励金
　�町内に居住用の一戸建て住宅用地を分譲することを目的として開発する民間事業者に、整備費の
一部を助成します。
田舎暮らし住宅活用奨励金
　�町内の空き家に３年以上居住することを前提に購入または賃貸した場合に、改修およびハウスク
リーニングにかかる費用の一部を助成します。
住宅耐震化促進事業
　昭和 56年以前に建築された一戸建て木造住宅の耐震診断が無料になります！
　�また、住宅耐震補強工事については、耐震診断を受けた一戸建て木造住宅に対し、84万円を限度
に助成が受けられます！
産直住宅日本一推進事業
　県産材を使用し、「いびがわの家」に認定された家屋に、床下調湿炭を提供します。
住宅用太陽光発電システム設置整備事業補助金
　�町内の居住する住宅に太陽光発電システムを設置する方、町内に太陽光発電システムを設置した
建売住宅等を自らの住居として購入する方に補助金を交付します。
木質ペレットストーブ購入補助事業補助金
　�町内の居住する住宅や事業所等に木質ペレットストーブを設置する場合に、本体購入に要する費
用の一部を助成します。
小型除雪機購入補助事業補助金
　�除雪指定路線以外の生活道路または通学路の交通および町民生活の安全を確保するため、小型除
雪機を購入する個人または自治会に対し補助金を交付します。
ごみの減量化対策
　�資源ゴミ集団回収への助成（３円 /kg）を行うとともに、生ごみ処理機・コンポスト容器の購入
を支援（補助率２分の１、上限５万円）

空き家情報登録「空き家バンク」を開設しています！
◎�揖斐川町では、空き家の有効活用と地域の活性化を図るため、「空き家バンク」を開設しています。
　�町内にある空き家をお持ちの方で賃貸・売却を希望される所有者の方は、「空き家バンク」への
登録ができますのでご活用ください。登録された物件情報は、町のホームページ等で公開し、移
住定住等を希望される方に紹介します。

定住化の促進 移住・定住化支援
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連結行政コスト計算書（平成23年4月1日～平成24年3月31日）

連結資金収支計算書（平成23年4月1日～平成24年3月31日）

連結純資産変動計算書（平成23年4月1日～平成24年3月31日）

　連結行政コスト計算書とは、資産形成を除き、人的サービスや社会保障給付サービスなどに 1年間で使った費用
などを、揖斐川町を中心にした連結グループ全体で集計した財務書類です。

　連結資金収支計算書とは、各種の事業を実施するため、1年間に出入りした資金の動きについて、揖斐川町を中
心にした連結グループ全体で表した財務書類です。

　連結純資産変動計算書とは、連結貸借対照表の純資産が１年間でどのように変動したかについて、揖斐川町を中
心にした連結グループ全体で表した財務書類です。

住民一人当たりの連結行政コスト計算書
（家計に例えると）（平成23年4月1日～平成24年3月31日）

経 常 的 収 支：�経常的な行政活動の収支で、「公共資産整備収支」
「投資・財務的収支」に含まれないもの

公共資産整備収支：公共資産の整備にかかる収支

投資・財務的収支：地方債の元金償還、発行額の収支等

1　人にかかるコスト 33 億円
　　　人件費 29 億円
　　　退職手当引当金繰入等 2 億円
　　　賞与引当金繰入額 2 億円

2　物にかかるコスト 74 億円
　　　物件費 31 億円
　　　維持補修費 1 億円
　　　減価償却費 42 億円

3　移転支出的なコスト 111 億円
　　　社会保障給付 82 億円
　　　補助金等 25 億円
　　　他団体への支出額 4 億円

4　その他のコスト 7 億円
　　　支払利息 5 億円
　　　その他行政コスト等 2 億円

経常行政コスト合計 A 225 億円
経常収益 B 63 億円
純経常行政コスト A－B 162 億円

１  人にかかるコスト
　  （おこづかい） 14万円

２  物にかかるコスト
　（家電の購入、家の修繕） 31万円

３  移転支出的なコスト
　（保険料、子どもの学費） 47万円

４  その他のコスト
　（借金の利息）   3 万円

経常行政コスト合計 A 95 万円

経常収益 B 27 万円

純経常行政コスト A－B 68 万円

期首純資産残高 1,032 億円
純経常行政コスト △ 162 億円
財源調達 158 億円

地方税・地方交付税 95億円
その他財源・補助金等 63億円

資産評価替えによる変動額など △ 2億円
期末純資産残高 1,026 億円

１ 経常的収支 40億円
２ 公共資産整備収支 △ 12億円
３ 投資・財務的収支 △ 25億円
当期収支 3億円
期首資金残高 43億円
期末資金残高 46億円
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■資　産
①公共資産（住宅・土地）� 498 万円
②投資等（定期預金・株式）� 45 万円
③流動資産（普通預金・現金）� 20 万円

■負　債　　　　　132 万円
　（住宅ローン残高）

■純資産　　　　　431 万円
　（住宅・土地に対して今まで支払ってきたお金）

■負債
①固定負債� 291 億円
②流動負債� 25 億円
　負債合計� 316 億円

■純資産
純資産合計� 1,026 億円
国県補助金一般財源など

■資産
①公共資産� 1,186 億円
［学校、道路、橋、町の施設など］

②投資等� 108 億円
［基金（固定的なもの）、出資金など］

③流動資産� 48 億円
［現金預金、未収金など］

●連結財務書類4表とは
　揖斐川町では、住民の皆さんに分かりやすく財政状況を情報提供するため、民間企業会計の手法を取り入れ
た「新地方公会計制度」に基づく連結財務書類（4表）を作成しています。
　連結財務書類とは、連結貸借対照表、連結行政コスト計算書、連結純資産変動計算書、連結資金収支計算書
の 4表のことで、町（普通会計、公営事業会計）のみならず、町が設立した第三セクターや加入している一部
事務組合等の財務書類を連結ベースで把握することで、町の全体的な財務実体を見ることができます。連結財
務書類を作成することで、透明性の向上や説明責任が履行されるとともに、資産・債務の適切な管理を行うこ
とが可能となります。
●今年度の特徴
　全体的な財政状況としては、比較的健全な部類に入ると判断できます。また、各種指標についても、前年度
と大きな変動はありません。しかし、社会資本（公共施設等）が多く、維持管理費等の経常経費が必要となっ
ているため、施設の統廃合や利用料金の見直し等の検討が必要です。

連結貸借対照表（平成24年3月31日現在）

資産合計� 1,342 億円

住民一人当たりの連結貸借対照表（家計に例えると）
（平成24年3月31日現在の住民基本台帳人口23,814人で算出）以下同様

借方〔資金の使途〕
資金を何に使ったか

貸方〔資金の調達〕
資金をどこから調達したか

負債純資産合計� 1,342 億円

今までに、学校、道路など
を建設するための財源とし
て町が借金しているお金や、
町の職員全員が年度末に退
職したと仮定した場合の退
職金相当額などです。

町が借金しているお金の翌
年度の返済予定額などです。

学校、道路などを建設するた
めに使った国や県の補助金や
税金などです。

学校、道路などの建設に使
われたお金の総額です。道
路や建物は減価償却をして
います。

関係団体への出資金や基金
などで蓄えているお金です。

現金で持っているもの、必
要時にすぐ現金化できる基
金のほか、町税などでまだ
収納されていないお金です。

【参考】連結対象となる団体等
一部事務組合、広域連合 地方三公社
揖斐郡消防組合 土地開発公社
西濃環境整備組合 第三セクター等
大垣衛生施設組合 （財）いびがわ
岐阜県市町村会館組合 （株）サンシャイン春日
養基小学校養基保育所組合
岐阜県市町村職員退職手当組合
揖斐広域連合
岐阜県後期高齢者医療広域連合

●各種指標（前年度）
純資産比率＝76.5％（76.2％）
　資産に対する純資産の割合で、この割合が高いほど財
政が健全であるといえます。

受益者負担比率＝28.0％（28.9％）
　経常行政コストに対する経常収益合計の割合で、この
割合が高いほど受益者負担が大きいといえます。

揖斐川町の連結財務書類4表（平成23年度決算）の概要
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ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付

で
は
口
座
振
替
に
よ
る
毎
月
振
替【
早
割
】

は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

★
保
険
料
の
免
除
制
度

　

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
免

除
制
度
が
あ
り
ま
す
。
次
の
３
つ
の
制
度

を
利
用
し
て
い
た
期
間
は
、
年
金
受
給
の

た
め
に
必
要
な
期
間
に
入
れ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
未
納
の
ま
ま
に
せ
ず
、
必
ず
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

●�

納
付
が
困
難
な
方
は
、「
保
険
料
免
除

制
度
」
の
手
続
き
を
！

　

該
当
す
る
人
が
届
け
出
る
こ
と
で
免
除

と
な
る｢

法
定
免
除｣

と
、
申
請
し
て
認

め
ら
れ
れ
ば
免
除
と
な
る｢

申
請
免
除｣

の
２
種
類
の
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

申
請
免
除
は
、
災
害
や
失
業
、
経
済
的

な
事
情
な
ど
で
納
付
が
困
難
な
人
を
対
象

と
し
、
保
険
料
の
全
額
ま
た
は
一
部（
４

分
の
１
・
半
額
・
４
分
の
３
）が
免
除
と

な
り
ま
す
。

（�

申
請
免
除
の
承
認
期
間
は
、
７
月
か
ら

翌
年
６
月
ま
で
で
す
。）

●�
30
歳
未
満
の
方
は
、「
若
年
者
納
付
猶

予
制
度
」
の
手
続
き
を
！

　

同
居
し
て
い
る
世
帯
主
の
所
得
に
か
か

わ
ら
ず
、
本
人
と
配
偶
者
の
所
得
が
一
定

以
下
の
20
歳
以
上
30
歳
未
満
の
人
は
、
申

請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
を
後
払
い
に
で

き
ま
す
。

※�

単
身
の
場
合
所
得
額
57
万
円（
給
与
収

入
ベ
ー
ス
で
１
２
２
万
円
）が
目
安
で

す
。（
若
年
者
納
付
猶
予
の
承
認
期
間

は
、
７
月
か
ら
翌
年
６
月
ま
で
で
す
。）

●�

学
生
の
方
は
、「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

の
手
続
き
を
！

　

本
人
の
所
得
が
一
定
以
下
の
学
生
は
、

申
請
に
よ
り
在
学
期
間
中
の
保
険
料
を
後

払
い
に
で
き
ま
す
。

※�

20
歳
以
上
の
学
生
で
、
学
生
本
人
の
前

年
所
得
が
１
１
８
万
円
以
下
の
方
で

す
。

　
（�

学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は
、
４

月（
ま
た
は
20
歳
誕
生
月
）か
ら
年
度

末（
翌
年
３
月
）ま
で
で
す
。）

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

大
垣
年
金
事
務
所

　

℡
０
５
８
４

－

７
８

－

５
１
６
６

　

揖
斐
川
町
役
場　

住
民
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１（
内
線
２
１
１
）

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

平
成
25
年
度
軽
自
動
車
税
の

�

減
免
申
請
に
つ
い
て

　

揖
斐
川
町
で
は
、
身
体
あ
る
い
は
精
神

に
障
が
い
が
あ
る
方
が
障
が
い
を
克
服
し

健
全
な
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手

帳
、
療
育
手
帳
な
ど
を
お
持
ち
の
方
が
所

有
さ
れ
る
軽
自
動
車
な
ど（
身
体
障
が
い

者
の
方
で
年
齢
18
歳
未
満
の
方
と
生
計
を

一
緒
に
す
る
方
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
な
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ど
を
含
む
）で
、
一
定
の
要
件（
障
が
い
の

程
度
な
ど
）に
該
当
す
る
場
合
は
、
申
請

に
よ
り
軽
自
動
車
税
の
減
免
措
置
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
減
免
で
き
る
の
は
普
通
自
動

車
も
し
く
は
軽
自
動
車
の
う
ち
い
ず
れ
か

１
台
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
役
場
で
申
請
で
き
る
の
は
軽
自
動

車
税（
原
動
機
付
自
転
車
な
ど
含
む
）の
減

免
申
請
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
揖
斐
川
町
役
場
税
務
課
、

ま
た
は
各
振
興
事
務
所
税
務
担
当
へ
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場　

税
務
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１（
内
線
１
７
３
）

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

原
動
機
付
自
転
車
、軽
自
動
車
な

ど
の
異
動
手
続
き
に
つ
い
て
！

　

軽
自
動
車
税
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
人
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在
で
原
動
機

付
自
転
車
・
軽
自
動
車
・
小
型
特
殊
自
動

車
・
二
輪
の
小
型
自
動
車
を
所
有
し
て
い

る
方
で
す
。

　

軽
自
動
車
等
を
譲
っ
た
り
廃
車
し
た
と

き
は
、
お
早
め
に
手
続
き
を
済
ま
せ
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成
25
年
４
月
２
日
以
降
に
廃

車
な
ど
の
手
続
き
が
あ
っ
た
も
の
に
つ
い

て
も
、
平
成
25
年
度
の
軽
自
動
車
税
は
課

税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
次
の
手
続
き
先
へ
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

《
手
続
き
先
に
つ
い
て
》

①
原
動
機
付
自
転
車
・
小
型
特
殊
自
動
車

◆
手
続
き
先

　

�

揖
斐
川
町
役
場
税
務
課
、
ま
た
は
各
振

興
事
務
所

②
二
輪
車（
１
２
５
㏄
を
超
え
る
も
の
）

◆
手
続
き
先

　

中
部
運
輸
局
岐
阜
運
輸
支
局

　

℡
０
５
０

－

５
５
４
０

－

２
０
５
３

③
軽
自
動
車（
３
輪
・
４
輪
）

◆
手
続
き
先

　

軽
自
動
車
検
査
協
会
岐
阜
事
務
所

　

℡
０
５
８

－

３
９
４

－

０
２
３
２

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場　

税
務
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１（
内
線
１
７
３
）

 

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

①
北
方
奥
郷
住
宅　

１
戸

　

・
住
所　

揖
斐
川
町
北
方
13

　

・
建
設
年
度　

平
成
18
年
度

　

・
耐
火
構
造
２
階
建　

２
Ｄ
Ｋ

　

・
駐
車
場　

１
台

　

・
家
賃　

２
０
４
０
０
円
～

②
北
方
さ
つ
き
住
宅　

１
戸

　

・
住
所　

揖
斐
川
町
北
方

�

２
２
４
７
の
２

　

・
建
設
年
度　

昭
和
53
年
度

　

・
簡
易
耐
火
構
造
２
階
建　

３
Ｄ
Ｋ

　

・
駐
車
場　

１
台

　

・
家
賃　

１
３
０
０
０
円
～

③
島
住
宅　

１
戸

　

・
住
所　

揖
斐
川
町
島
１
４
２

　

・
建
設
年
度　

平
成
10
年
度

　

・
中
層
耐
火
構
造
３
階
建　

３
Ｄ
Ｋ

　

・
駐
車
場　

２
台

　

・
家
賃　

２
３
２
０
０
円
～

④
そ
ら
む
き
住
宅（
世
帯
用
）　

１
戸

　

・
住
所　

揖
斐
川
町
西
津
汲
６
１
９

　

・
建
設
年
度　

平
成
10
年
度

　

・
木
造
２
階
建　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　

・
駐
車
場　

２
台

　

・
家
賃　

３
２
０
０
０
円
～

⑤
そ
ら
む
き
住
宅（
単
身
用
）　

１
戸

　

・
住
所　

揖
斐
川
町
西
津
汲
６
１
９

　

・
建
設
年
度　

平
成
11
年
度

　

・
準
耐
火
構
造
２
階
建　

１
Ｋ

　

・
駐
車
場　

１
台

　

・
家
賃　

１
６
１
０
０
円
～

⑥
坂
本
住
宅　

１
戸

　

・
住
所　

揖
斐
川
町
坂
内
坂
本

　

・
建
設
年
度　

平
成
８
年
度

　

・
木
造
平
屋
建　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　

・
駐
車
場　

２
台

　

・
家
賃　

２
０
７
０
０
円
～

■
敷
金　

家
賃
の
３
か
月
分

■
入
居
条
件

 

・�

⑤
以
外
に
つ
い
て
は
、
現
在
同
居
、
ま

た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族（
婚
約

者
含
む
）が
あ
る
こ
と
。

 

・�

市
町
村
民
税
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る
納

付
金
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

 

・�

家
賃
の
他
に
共
益
費
（
上
下
水
の
使
用

料
・
共
用
部
分
の
電
気
料
な
ど
）
が
必

要
で
す
。

 

・
所
得
条
件
あ
り

※�

詳
し
く
は
窓
口
に
て
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

■
募
集
期
間

　

４
月
１
日（
月
）～
４
月
15
日（
月
）

■
入
居
予
定
日　

５
月
下
旬
を
予
定

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場　

建
設
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１（
内
線
３
１
３
）

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

揖
斐
川
地
区
資
源
ご
み
の
収
集
日

�

変
更
の
お
知
ら
せ

　

４
月
か
ら
、
揖
斐
川
地
区
の
ビ
ン
・
缶

の
収
集
日
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

◆
茶
色
の
ビ
ン

　

３
月
ま
で　

奇
数
月　

第
１
火
曜
日

　
　

↓

　
変
更
後
　
　
毎
　
月
　
第
１
火
曜
日

◆
無
色
の
ビ
ン

　

３
月
ま
で　

偶
数
月　

第
１
火
曜
日

　
　

↓

　

変
更
後　
　

毎　

月　

第
２
火
曜
日

◆
そ
の
他
の
色
の
ビ
ン

　

３
月
ま
で　

偶
数
月　

第
２
火
曜
日

�

（
揖
斐
・
大
和
・
清
水
）

　
　
　
　
　
　

偶
数
月　

第
３
火
曜
日

�

（
北
方
・
小
島
・

永
）

　
　

↓



Public Information IBIGAWA 30

　

変
更
後　
　

毎　

月　

第
３
火
曜
日

◆
缶

　

３
月
ま
で　

偶
数
月　

第
２
火
曜
日

�

（
揖
斐
・
大
和
・
清
水
）

　
　
　
　
　
　

偶
数
月　

第
３
火
曜
日

�
（
北
方
・
小
島
・

永
）

　
　

↓

　

変
更
後　
　

毎　

月　

第
４
火
曜
日

※�

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

く
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
広
報
い
び
が
わ

３
月
号
と
同
時
配
布
し
た
「
家
庭
ご
み

収
集
日
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場　

生
活
環
境
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１（
内
線
２
２
２
）

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

�

時
刻
な
ど
を
変
更
し
ま
す

　

平
成
25
年
３
月
17
日（
日
）か
ら
、
養
老

鉄
道
が
時
刻
変
更
を
す
る
た
め
、
揖
斐
川

町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
時
刻
を
変

更
し
ま
す
。

〈
運
行
時
刻
の
変
更
〉

　

養
老
鉄
道
揖
斐
駅
の
電
車
の
発
着
時
刻

の
変
更
に
伴
い
、
ほ
と
ん
ど
の
路
線
で
接

続
す
る
バ
ス
の
時
刻
が
変
更
に
な
り
ま

す
。
時
刻
表
や
バ
ス
停
の
掲
示
な
ど
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　

時
刻
変
更
の
ほ
か
、
次
の
よ
う
な
変
更

が
あ
り
ま
す
。

〈
揖
斐
厚
生
病
院
前
経
由
便
の
変
更
〉

　

１
月
17
日
か
ら
運
行
を
開
始
し
た
「
揖

斐
厚
生
病
院
」
へ
乗
入
れ
る
系
統
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
変
更
し
ま
す
。

①
揖
斐
町
線
・
揖
斐
大
野
線

　

本
揖
斐
10
時
43
分
発
の
揖
斐
駅
ゆ
き

は
、
大
野
バ
ス
セ
ン
タ
ー
10
時
55
分
発
に

変
更
し
、
揖
斐
厚
生
病
院
前
経
由
と
し
ま

す
。

②
清
水
循
環
線

　

揖
斐
駅
８
時
11
分
発
は
、
８
時
16
分
発

に
変
更
し
、
病
院
は
経
由
し
ま
せ
ん
。
12

時
11
分
発
は
、
11
時
24
分
に
変
更
し
、
病

院
経
由
に
な
り
ま
す
。

③
房
島
線

　

揖
斐
駅
８
時
10
分
発
の
川
口
橋
ゆ
き

は
、
８
時
15
分
発
に
変
更
し
、
病
院
経
由

に
な
り
ま
す
。

〈
横
蔵
線
の
変
更
〉

　
「
谷
汲
山
」～「
横
蔵
」の
系
統
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
変
更
し
ま
す
。

　

谷
汲
山
13
時
50
分
発
の
横
蔵
ゆ
き
、
お

よ
び
横
蔵
13
時
18
分
発
の
谷
汲
山
ゆ
き

は
、
土
曜
・
休
日
の
み
運
行
し
、
平
日
は

運
行
し
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
11
月
に
限
り
、
臨
時
便
と
し

て
平
日
も
運
行
し
ま
す
。

〈
谷
汲
口
線
の
変
更
〉

　
「
谷
汲
小
前
」～「
高
科
」の
系
統
は
、
４

月
16
日（
火
）か
ら
次
の
よ
う
に
変
更
し
ま

す
。

　

高
科
７
時
15
分
発
の
谷
汲
小
前
ゆ
き
、

お
よ
び
谷
汲
小
前
16
時
10
分
発
の
高
科
ゆ

き
は
、
平
日
運
行
か
ら
登
校
日
の
み
運
行

に
変
更
し
ま
す
。

■�

変
更
後
の
時
刻
に
つ
い
て
は
、
広
報
い

び
が
わ
４
月
号
に
折
り
込
み
配
布
さ
れ

て 

い
る
「
揖
斐
川
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
時
刻
表
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場　

政
策
広
報
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１（
内
線
１
１
１
）

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

（
公
社
）揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材

�

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
よ
り

多
く
の
方
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
開
設
致
し
ま
し
た
。

　

公
益
法
人
と
し
て
の
活
動
等
の
情
報
を

提
供
し
ま
す
。
ま
た
、
様
々
な
行
事
の
お

知
ら
せ
、
各
種
講
習
会
な
ど
、
随
時
ご
案

内
し
て
い
く
予
定
で
す
。
是
非
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
４
月
よ
り
新
規
会
員
を
迎
え
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
希
望
に
沿
え
る
よ
う

励
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
除
草
・
農
作
業
・

剪
定
・
清
掃
・
障
子
張
替
え
等
お
困
り
の

事
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。
見
積
も
り
後
の
ご
相
談
と

な
り
ま
す
。
自
分
で
は
少
し
無
理
だ
が
プ

ロ
に
頼
む
ま
で
も
な
い
と
い
っ
た
こ
と
な

ど
、一
度
シ
ル
バ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

得
意
な
会
員
が
対
応
し
ま
す
。

■
４
月
の
事
業
お
よ
び
入
会
説
明
会

　

４
月
22
日（
月
）
10
時
開
始

�

（
１
時
間
30
分
ほ
ど
か
か
り
ま
す
。）

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

公
益
社
団
法
人

　

揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

福
祉
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
内
２
階

　

℡
２
３

－

０
９
０
７

�

（
８
時
30
分
～
17
時
）

 

多
重
債
務
無
料
相
談
会

　

返
し
き
れ
な
い
借
金
の
支
払
い
に
困
っ

て
い
る
、
利
息
を
払
い
過
ぎ
て
い
る
か
も

し
れ
な
い
、
と
悩
ん
で
い
る
方
は
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
と
き　
　

４
月
13
日（
土
）13
時
～
16
時

■
と
こ
ろ　

県
民
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー

　
（
岐
阜
市
藪
田
南
５

－

１
４

－

５
３

�

ふ
れ
あ
い
福
寿
会
館
１
棟
５
階
）

■
相
談
方
法

①�

面
接
相
談
《
要
予
約
・
４
月
12
日（
金
）

ま
で
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。》

②�

電
話
相
談
《
開
催
日
の
時
間
内
に
お
電

話
く
だ
さ
い
。
℡
０
５
８

－

２
７
７

－

１
０
０
３
》

【
お
問
い
合
せ
・
お
申
し
込
み
先
】

　

県
民
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
５
８

－

２
７
７

－

１
０
０
３
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こ
の
度
、
次
の
方
が
長
寿
者
褒
賞
を

受
け
ら
れ
、
長
寿
の
お
祝
い
と
褒
賞
金

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

竹た
け

中な
か　

ふ
さ
ゑえ

さ
ん（
谷
汲
大
洞
）

�

２
月
７
日（
木
）　

95
歳　

　

増ま
す

田だ　

フ
サ
エ
さ
ん（
三
倉
）

�

２
月
８
日（
金
） 

100
歳　

　

中な
か
に
し西　

た

ず

ゑえ

さ
ん（
春
日
六
合
）

�

２
月
25
日（
月
） 

95
歳　

　

皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
長

生
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

 

職
業
訓
練
を
行
う
重
点
３
分
野

（
環
境
・
健
康
・
農
林
漁
業
）等
の

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

　

非
正
規
雇
用
労
働
者
を
含
め
た
人
材
育

成
を
行
う
事
業
主
の
皆
様
を
支
援
す
る

【
日
本
再
生
人
材
育
成
支
援
奨
励
金
】
が

創
設
さ
れ
ま
し
た
。

①
【
非
正
規
雇
用
労
働
者
育
成

�

支
援
奨
励
金
】

②
【
正
規
雇
用
労
働
者
育
成
支
援
奨
励
金
】

③
【
海
外
進
出
支
援
奨
励
金
】

④
【
被
災
地
復
興
建
設
労
働
者
育
成

�

支
援
奨
励
金
】

詳
細
は

http://w
w
w.m
hlw.go.jp/seisakunitsuite/

bu
n
ya/koyou

_rou
dou

/koyou
/

kyufukin/index.htm
l

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
・
届
出
先
】

　

�

①
の
計
画
は
岐
阜
労
働
局
求
職
者
支
援
室

　

℡
０
５
８

－

２
４
５

－

１
２
６
６

　

�

①
の
計
画
以
外
は
岐
阜
労
働
局
助
成
金

セ
ン
タ
ー

　

℡
０
５
８

－

２
６
３

－

５
６
５
０

　

�

ま
た
は
管
轄
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
で
お

願
い
し
ま
す
。

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
の
お
知
ら
せ

～
手
紙
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
～

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ

－

Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
で
、「
に
っ

ぽ
ん
縦
断　

こ
こ
ろ
旅（
２
０
１
３〝
春
の

旅
〟）」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

俳
優
の
火
野
正
平
さ
ん
が
、
４
月
に
鹿

児
島
県
を
ス
タ
ー
ト
し
、
山
梨
県
へ
向
け

て
旅
を
し
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
岐
阜
県
は

６
月
に
放
送
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

番
組
で
は
、
視
聴
者
の
皆
さ
ん
の
心
の

中
に
あ
る
「
忘
れ
ら
な
い
風
景
」
に
つ
い

て
手
紙
を
募
集
し
、
旅
の
ル
ー
ト
を
決
定

し
て
い
ま
す
。
採
用
さ
れ
た
手
紙
は
番
組

内
で
紹
介
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
場
所

が
取
材
さ
れ
、
放
映
さ
れ
ま
す
。

　

大
切
な
人
と
の
思
い
出
の
場
所
、
人
生

を
一
変
さ
せ
た
出
来
事
な
ど
、
皆
さ
ん
の

心
の
中
に
あ
る
揖
斐
川
町
の
「
忘
れ
ら
れ

な
い
風
景
」
を
、ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

【
岐
阜
県
の
放
映
予
定
日
】

　

６
月
17
日（
月
）～
30
日（
日
）

【
応
募
方
法
】

　

住
所
、氏
名
、電
話
番
号
、性
別
、年
齢
、

思
い
出
の
場
所
、
場
所
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
そ
れ
ぞ
れ
記
入
し
、
次
の
応
募

先
ま
で
ご
送
付
く
だ
さ
い
。
な
お
、
風
景

の
写
真
が
あ
れ
ば
、
併
せ
て
ご
送
付
く
だ

さ
い
。

【
応
募
先
】

　

①
郵
送
の
場
合

　

〒
１
５
０

－

８
０
０
１

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
こ
こ
ろ
旅
」
係

　

②
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合

　

FAx
０
３

－

３
４
６
５

－

１
３
２
７

　

③
番
組
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
場
合

　

http://w
w
w
.nhk.or.jp/kokorotabi/

【
応
募
期
限
】

　

５
月
28
日（
火
）
必
着

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

�

℡
０
５
７
０

－
０
６
６

－

０
６
６
（
ナ

ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）、
ま
た
は

　

℡
０
５
０

－
３
７
８
６

－

５
０
０
０

期間：４月６日土～15日月
地域ぐるみで守ろう
子どもとお年寄り

《交通事故死ゼロを目指す日　４月10日水》

寿
長
ご

さ
ん

今
月
の

春の全国交通安全運動
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快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

事
務
用
封
筒
有
料
広
告
を

�

募
集
し
ま
す
！

　

揖
斐
川
町
役
場
か
ら
書
類
等
を
送
付
す

る
事
務
用
封
筒
に
掲
載
す
る
広
告
主
を
募

集
し
ま
す
。

■�

広
告
を
掲
載
す
る
封
筒
の
種
類
、
作
成

枚
数
等

■
募
集
期
間

　

４
月
８
日（
月
）～
４
月
26
日（
金
）

※�

郵
送
に
よ
る
提
出
の
場
合
は
最
終
日
に

必
着
ま
で
を
有
効
と
し
ま
す
。

■
お
申
し
込
み
方
法

《
提
出
書
類
》

①�

揖
斐
川
町
共
通
封
筒
広
告
掲
載
申
込
書

（
様
式
第
１
号
）

②
掲
載
し
よ
う
と
す
る
広
告
の
原
稿

封筒の種類 長形３号

掲載位置 封筒裏面

広告１枠の規格 縦 50mm×横 90mm

色 単色（黒）

募集枠 ３枠

掲載期間 作成枚数を使い切るまで
（おおむね１年）

広告１枠の掲載料 20,000 円

作成枚数 40,000 枚

山火事は、たき火、放火、

たばこ等人間が原因のものが

６７％もあるんだよ。

山火事を発生させないため、 次のことに気をつけてね！

・枯れ草などがある火災の起こりやすい場所では、たき火をしない
・喫煙は指定された場所で行い、吸い殻は確実に消し、投げ捨てない
・�バーベキューなど火を使用する場合には、指定された場所で行い、その場を離れる時に
は完全に火を消す

・各自のゴミは指定された場所に捨てるか、持ち帰るなどマナーの向上に努める
・�火気を使用する場合は、周囲の可燃物の状況に十分注意するとともに、消火用の水など
を必ず用意する

・強風注意報や乾燥注意報などが発令されている場合は、火気の使用は控える

毎年３～５月は、 山火事が多く発生するんだ。

理由は、次のとおりだよ。
・枯葉が地上に積もり、下草が乾燥している
・降雨量が少なく、空気が乾燥している
・山菜採りやハイキング等入山者が増加する

山 火 事 を 防 ご う！
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③�

最
新
年
度（
納
期
未
到
来
で
、
納
付
額

が
な
い
場
合
は
前
年
度
）の
納
税
証
明

書
《
提
出
先
》

　

〒
５
０
１

－

０
６
９
２

　

岐
阜
県
揖
斐
郡
揖
斐
川
町
三
輪

�

１
３
３
番
地

　

揖
斐
川
町
役
場　

総
務
部　

管
財
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１

　

FAx
２
２

－

４
４
９
６

　

広
告
の
審
査
お
よ
び
資
格
者
の
決
定
に

つ
い
て
は
、
揖
斐
川
町
広
告
審
査
会
で
審

査
後
、
可
否
の
結
果
を
通
知
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場　

管
財
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１（
内
線
１
３
１
）

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

広
報
い
び
が
わ
有
料
広
告
を

�

募
集
し
ま
す
！

■�

内
容　

広
報
い
び
が
わ
の
町
が
指
定
す

る
ペ
ー
ジ
内
に
最
大
２
色（
色
は
、
黒

系
と
青
系
限
定
）で
広
告
を
掲
載（
広
報

発
行
部
数
は
、
８
６
５
０
部
）

■
広
告
サ
イ
ズ
お
よ
び
掲
載
料

　

①
指
定
ペ
ー
ジ
下
１
段
２
分
の
１

�

（
６
㎝
×
8.5
㎝
）

　
　

掲
載
１
回
に
つ
き�

５
２
５
０
円

　

②
指
定
ペ
ー
ジ
下
１
段（
６
㎝
×
17
㎝
）

　
　

掲
載
１
回
に
つ
き�

１
０
５
０
０
円

　

③
指
定
ペ
ー
ジ
下
２
段（
12
㎝
×
17
㎝
）

　
　

掲
載
１
回
に
つ
き�

２
１
０
０
０
円

　

④
指
定
ペ
ー
ジ
下
３
段（
18
㎝
×
17
㎝
）

　
　

掲
載
１
回
に
つ
き�

３
１
５
０
０
円

　

⑤
指
定
ペ
ー
ジ
全
４
段（
24
㎝
×
17
㎝
）

　
　

掲
載
１
回
に
つ
き�

４
２
０
０
０
円

■
申
し
込
み
方
法

　

広
報
い
び
が
わ
広
告
掲
載
申
込
書（
政

策
広
報
課
備
え
付
け
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）に
必
要

事
項
を
記
入
し
て
、
①
原
稿
を
印
刷
し
た

も
の（
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
用
紙
に
印
刷
し
て

く
だ
さ
い
。）、
②
原
稿
の
デ
ー
タ
が
入
っ

た
メ
デ
ィ
ア
、
③
最
新
年
度（
納
期
未
到

来
で
、
納
付
額
が
な
い
場
合
は
前
年
度
）

の
納
税
証
明
書
を
掲
載
を
希
望
す
る
広
報

い
び
が
わ
の
発
行
月
の
前
月
10
日
ま
で
に

政
策
広
報
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場　

政
策
広
報
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１（
内
線
１
１
１
）

 

里
山
探
検
隊
隊
員
募
集
の
お
知
ら
せ

　

揖
斐
川
上
流
域
の
山
間
部
で
生
活
さ
れ

て
い
る
人
々
の
暮
ら
し
や
文
化
に
直
接
触

れ
て
い
た
だ
く
と
共
に
、
そ
の
交
流
を
通

じ
て
山
と
水
の
関
わ
り
や
、
水
源
地
保
全

お
よ
び
防
災
の
大
切
さ
を
理
解
し
て
い
た

だ
く
学
習
の
場
と
し
て
活
動
し
ま
す
。

★
「
里
山
探
検
隊
」
活
動
予
定

第
１
回　

６
月
５
日（
水
）

「
里
山
生
活
体
験

�

過
去
の
災
害
か
ら
学
ぶ
」

《
活
動
内
容
》
ワ
ン
ダ
農
園
に
て
そ
ば
打

ち
体
験
・
過
去
の
土
砂
災
害
現
場
見
学（
東

横
山
地
す
べ
り
崩
壊
地
等
）等

第
２
回　

８
月
７
日（
水
）

「
徳
山
ダ
ム
を
船
で
探
検
」

《
活
動
内
容
》
総
貯
水
容
量
日
本
一
の
「
徳

山
ダ
ム
」
見
学
・
築
１
０
０
年
の
古
民
家

で
の
交
流
・
砂
防
堰
堤
工
事
現
場
見
学
等

第
３
回　

10
月
16
日（
水
）

「
環
境
に
配
慮
し
た
砂
防
施
設
を
探
検
」

《
活
動
内
容
》
山
の
谷
第
１
砂
防
え
ん
堤

に
て
日
本
初
の
サ
イ
フ
ォ
ン
式
小
水
力
発

電
等
の
見
学
・
砂
防
堰
堤
工
事
現
場
見
学

等※�

活
動
予
定
は
変
更
や
中
止
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
下
さ
い
。

■�

募
集
対
象
者　

健
康
な
方
で
あ
れ
ば
ど

な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

※�

第
２
回
の
活
動
に
つ
い
て
は
夏
休
み
期

間
の
た
め
、
小
学
生
以
上
の
子
ど
も
と

一
緒
に
参
加
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

�

（
１
回
だ
け
の
参
加
も
可
能
で
す
）

■
募
集
人
員　

20
名
程
度

※�

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
し
ま

す
。

■�
費
用　

集
合
場
所
ま
で
の
交
通
費
、
昼

食
代
、
傷
害
保
険
料
、
体
験
に
必
要
な

費
用
等
は
参
加
者
負
担

■�

集
合
場
所　
（
出
発
地
お
よ
び
帰
着
地
）  

越
美
山
系
砂
防
事
務
所
（
駐
車
場
あ
り

ま
す
）

■
申
し
込
み
方
法 

　

〒
５
０
１

－

０
６
０
５ 

　

揖
斐
郡
揖
斐
川
町
極
楽
寺
１
３
７
番
地

　

国
土
交
通
省
越
美
山
系
砂
防
事
務
所

�

「
里
山
探
検
隊
隊
員
募
集
」
係
ま
で

　

往
復
ハ
ガ
キ
に
、
①
住
所
、
②
氏
名
、

③
年
齢
、
④
性
別（
①
～
④
に
つ
い
て
は

子
ど
も
も
含
む
）、
⑤
連
絡
先
電
話
番
号
、

⑥
応
募
動
機
、
⑦
「
全
て
参
加
」
も
し
く

は
「
参
加
を
希
望
す
る
回
」
を
明
記
し
て
、

５
月
10
日（
金
）ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

国
土
交
通
省
越
美
山
系
砂
防
事
務
所

　

総
務
課

　

℡
２
２

－

２
１
６
１

　
（
平
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分
）

★�

越
美
山
系
砂
防
事
務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

�http://w
w
w
.cbr.m

lit.go.jp/etsum
i/

 

熱
戦
再
び
！

日
本
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー

グ
戦
開
催
！

　

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
実
業
団
リ
ー
グ
戦

（
１
部
リ
ー
グ
）が
今
年
も
揖
斐
川
健
康
広

場
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
選
手
た
ち
の
気
迫
あ

ふ
れ
る
プ
レ
ー
を
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

■
試
合
日
程

　

５
月
11
日（
土
）

　
　

10
時
30
分
～

　
　

シ
オ
ノ
ギ
製
薬
×
デ
ン
ソ
ー
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13
時
～

　
　

日
立
マ
ク
セ
ル
×
太
陽
誘
電

　

５
月
12
日（
日
）

　
　

10
時
30
分
～

　
　

日
立
マ
ク
セ
ル
×
シ
オ
ノ
ギ
製
薬

　
　

13
時
～

　
　

デ
ン
ソ
ー
×
太
陽
誘
電

■
会
場

　

揖
斐
川
健
康
広
場
ビ
ッ
グ
ラ
ン
ド

■
入
場
料

　

一　

般　

当　

日
１
２
０
０
円

　
　
　
　
　

前
売
り
１
０
０
０
円

　

中
高
生　

当　

日　

８
０
０
円

　
　
　
　
　

前
売
り　

６
０
０
円

※�

前
売
り
チ
ケ
ッ
ト
は
、
揖
斐
川
健
康
広

場
ま
た
は
揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
で
お

求
め
い
た
だ
け
ま
す
。
当
日
チ
ケ
ッ
ト

は
揖
斐
川
健
康
広
場
の
み
で
販
売
し
ま

す
。

■
駐
車
場
等
に
つ
い
て

　

揖
斐
川
健
康
広
場
の
駐
車
場
は
ご
利
用

で
き
ま
せ
ん
。
揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
駐

車
場
か
ら
の
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
健
康
広
場

　

℡
２
１

－

３
１
０
０

自衛官募集案内
募 集 種 目 受 験 資 格 受 付 期 間 試 験 期 日 合 格 発 表

技術海上幹部
大卒 38歳未満の者 4月 26日（金）

～
5 月 17 日（金）

7月   1 日（月） 8月 16日（金）
技術航空幹部

技 術 海 曹 20歳以上の者で国家免許資格取得者等 6月 28日（金） 8月 16日（金）
※受験資格の年齢は、各種目とも平成 25年 4月 1日現在です。
※技術海曹受験資格「国家資格等」の詳細については、お問い合せください。

【お問い合せ先】自衛隊岐阜地方協力本部　大垣地域事務所
　　　　　　　大垣市林町 5－18 光和ビル 2階　℡０５８４－７３－１１５０

　種子は不眠症、便秘症の滋養強壮薬で、コノテガシワは中国原産でヒノキ科の植物です。ヒノキによく似
た常緑高木で高さ 20メートル、直径 1メートルに達するものもあります。揖斐川町で見られるコノテガシ
ワは樹高のあまり高くならない品種です。ヒノキは葉の展開は水平ですが、コノテガシワは表裏の区別が無く、
縦に展開するので、その様子が子どもの掌

てのひら

をひろげたようで児
こ

の手
て

柏
がしわ

と呼ばれるようです。
　雌雄同株で、早春（2～ 3月）に開花します。花は小枝の先につきます。雄花は茶褐色、楕円形で長さは 3
ミリメートル、雌花は淡紫色、球形で鱗

りん

片
ぺん

は反り返り径 4～ 5ミリメートル。球
きゅう

果
か

は 11 月頃青緑色から熟
して紫褐色となります。果

か

鱗
りん

の先は太い突起となる。種子は楕円形で、裸子植物では種子の周りに翼がある
のが多いがコノテガシワにはありません。この種子は薬用とし生薬では、柏

はく

子
し

仁
じん

と呼びます。
　日本には古く延喜式（927）に出ているので中国からの渡来はそれ以前です。やはり薬用植物として導入さ
れたのでしょう。今では至る所で栽培されています。
　薬用には主として葉と種子を用います。葉にはピネン、セスキテルペノールな
どの精油とタンニン、フラボン類を含んでいます。葉は必要に応じて年中採取し
ます。水洗いしてから日干しで乾燥させますが、夏から秋に採取のものが佳品です。
生薬で側

そく

柏
はく

葉
よう

といいます。種子は初冬の成熟時に球果を採取し、木槌で叩き種子
を取り出す。種子は天日で乾燥させる。生薬名は柏

はく

子
し

仁
じん

です。
　側柏葉は収斂止血薬として腸出血や下痢に用います。1日量 6～ 15 グラムに
500ミリリットルの水を加えて煎じ、半量まで煮詰めて1日3回食後に服用します。
精油成分が多いので煎液が温かいと飲みにくく、煎液を冷ましてから、飲むよう
にします。また新しく作った生薬の方が旧いものより効き目があります。柏子仁
は不眠症、便秘などに用いる滋養強壮薬です。煎じてもよいですが、多くは柏子
仁を軽く炒り、砕いてすり潰します。それを 1日 5～ 12 グラムを３回に分けて
そのまま水で食後に飲みます。� （岐阜薬科大学名誉教授　水野瑞夫）

コノテガシワ（ヒノキ科）いびがわ　特産品シリーズ



35 Public Information IBIGAWA

納
期
限

町（
県
）民
税

固
定
資
産
税

軽
自
動
車
税

国
民
健
康
保
険
料

後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料

上
水
道
使
用
料

簡
易
水
道
使
用
料

下
水
道
使
用
料

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
利
用
料

４
月
25
日

１
期
分

４
月
30
日

１
期
分
・
全
納

全
期
分

偶
数
月
納
入
地
区

大
和
・
市
場
・
北
部

４
月
分

５
月
31
日

１
期
分

奇
数
月
納
入
地
区

永
・
谷
汲

５
月
分

７
月
１
日

１
期
分
・
全
納

２
期
分

偶
数
月
納
入
地
区

大
和
・
市
場
・
北
部

６
月
分

７
月
31
日

２
期
分

３
期
分

１
期
分

奇
数
月
納
入
地
区

永
・
谷
汲

７
月
分

９
月
２
日

２
期
分

４
期
分

２
期
分

偶
数
月
納
入
地
区

大
和
・
市
場
・
北
部

８
月
分

９
月
30
日

５
期
分

３
期
分

奇
数
月
納
入
地
区

永
・
谷
汲

９
月
分

10
月
25
日

２
期
分

10
月
31
日

３
期
分

６
期
分

４
期
分

偶
数
月
納
入
地
区

大
和
・
市
場
・
北
部

10
月
分

12
月
２
日

７
期
分

５
期
分

奇
数
月
納
入
地
区

永
・
谷
汲

11
月
分

12
月
25
日

３
期
分

８
期
分

６
期
分

偶
数
月
納
入
地
区

大
和
・
市
場
・
北
部

12
月
分

１
月
31
日

４
期
分

９
期
分

７
期
分

奇
数
月
納
入
地
区

永
・
谷
汲

１
月
分

２
月
28
日

４
期
分

10
期
分

８
期
分

偶
数
月
納
入
地
区

大
和
・
市
場
・
北
部

２
月
分

３
月
25
日

９
期
分

奇
数
月
納
入
地
区

永
・
谷
汲

３
月
分

平成25年度　納税等カレンダー町
税
な
ど
納
期
限
の
確
認
を
！

　

町
税
の
納
付
が
納
期
限
を
過
ぎ
る

と
、
督
促
手
数
料
お
よ
び
延
滞
金
の

加
算
、
さ
ら
に
は
財
産
の
差
押
え
な

ど
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
の
方
は
、
預
貯
金
の
残

額
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

平
成
23
年
度
よ
り
全
納
報
奨
金
は

廃
止
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

町
税
な
ど
の
納
付
は
安
全
で
便
利
な
口
座
振
替
で
！

口
座
振
替
で
き
る
金
融
機
関
は

次
の
通
り
で
す
。

　

●
大
垣
共
立
銀
行

　

●
十
六
銀
行

　

●
西
濃
信
用
金
庫

　

●
岐
阜
商
工
信
用
組
合

　

●
い
び
川
農
業
協
同
組
合

　

●
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

※
コ
ン
ビ
ニ
納
付
も
で
き
ま
す
。

　
（
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
利
用
料
は
除
く
。）

手
続
き
は
簡
単

　

預
金
口
座
の
印
鑑
・
通

帳
を
持
っ
て
金
融
機
関
、

ま
た
は
役
場
お
よ
び
振
興

事
務
所
の
窓
口
に
て
、
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

偶
数
月
納
入
地
区

　

揖
斐
（�

下
岡
島･

上
岡
島･

緑
ヶ
岡
地
区

を
除
く
）

　

大
和
（
極
楽
寺
の
み
）

奇
数
月
納
入
地
区

　

揖
斐
（�

下
岡
島･

上
岡
島･

緑
ヶ
岡
地
区

の
み
）

　

大
和
（
南
方
の
み
）

　

小
島
・
清
水
・
北
方

　

永
（�
粕
川
住
宅･

新
栄
町
北
地
区
の
み
）

北部
（春日 ･久瀬 ･藤橋 ･坂内地区）
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■平成25年度犬の登録と狂犬病予防接種集合注射のおしらせ
　狂犬病予防法により、飼い犬には、生涯 1回の登録と年 1回の狂犬病予防注射の接種が義務づけられています。
　揖斐川町におきましては、次の日程で、犬の登録と狂犬病予防注射を実施します。飼い主の方は最寄りの会場で
受けてください。
　現在、台帳に登録されている飼い主の方には、別途はがきでご案内しますので、当日必ずご持参ください。
◎飼い主・住所など登録事項の変更や、犬が死亡したときは、事前に変更届を出してください。
　鑑札・注射済票をお持ちの上、揖斐川町役場生活環境課、または各振興事務所地域振興課までお越しください。
◎会場などでのフンは、飼い主が始末してください。
◎対象犬　生後 91日以上の全ての犬（室内犬、小型犬問わず）
◎料　金　新規登録　1頭あたり　6,070 円（新規登録料：3,000 円＋注射料金：3,070 円）
　　　　　登録済犬　1頭あたり　3,070 円（注射料金のみ）

地
域 月　日 実 施 場 所 実 施 時 間 地

域 月　日 実 施 場 所 実 施 時 間

揖
斐
川

4月10日
（水）

永公民館前   9：30～ 10：30

谷　

汲

4月22日
（月）

深根地区活性化支援センター前   9：10～  9：30

和田公会堂前 10：50～ 11：30 大洞地区農林漁家婦人活動施設前   9：40～  9：55

市場研修センター前 13：00～ 13：30 中名礼公民館前 10：10～ 10：55

上野地区公民館前 13：50～ 14：20 谷汲振興事務所車庫前 11：05～ 11：45

4月11日
（木）

小柳公民館前   9：20～  9：50 上神原トレイルセンター前 13：20～ 13：40

清水公民館前 10：10～ 11：00 西部文化会館（横蔵診療所）前 13：50～ 14：10

下新町会館前 11：20～ 11：50

4月23日
（火）

赤石地区集落農事集会所前   9：30～  9：40

JA 小島支店前 13：00～ 14：00 旧名鉄長瀬駅前   9：50～ 10：15

4月12日
（金）

大和公民館前   9：40～ 10：30 東部文化会館前 10：25～ 10：50

JA 大和支店北方出張所裏 10：50～ 11：40 沖野公民館前 11：00～ 11：05

揖斐川町役場駐車場（東側） 13：00～ 14：00 岐礼多目的集会所前 11：15～ 11：35

春　

日
4月18日
（木）

滝集会所付近 10：00～ 10：15 高科地区活性化支援センター前 11：40～ 11：55

樫多目的集会所付近 10：20～ 10：25

久　

瀬
4月18日
（木）

公正公民館前   9：20～ 10：00

上ヶ流製茶工場前 10：30～ 10：40 大西精工前 10：05～ 10：15

下ヶ流多目的集会所前 10：45～ 11：05 外津汲集会場前 10：20～ 10：30

香六班消防車庫前 11：10～ 11：25 日坂公民館前 10：50～ 11：15

春日公民館 11：30～ 12：00 樫原集会場前 11：30～ 11：40

高齢者コミュニティセンター 13：00～ 13：55 小津公民館前 13：20～ 13：50

中山バス停付近 14：05～ 14：10 久瀬振興事務所前 14：00～ 14：30

初若バス停付近 14：20～ 14：25

坂　

内
4月19日
（金）

諸家三叉路   9：40～  9：55

古屋バス停付近 14：30～ 14：35 坂西集会場前 10：05～ 10：15

春日振興事務所前 14：50～ 15：00 坂本生活改善センター前 10：20～ 10：30

藤　

橋
4月19日
（金） 藤橋振興事務所　駐車場 13：30～ 14：00

川上集会場前 10：55～ 11：10

広瀬集会所前 11：25～ 11：40

広東公民館前 11：45～ 12：00

※登録者への案内ハガキは、注射日の１週間程前に発送します。ハガキの内容をお確かめのうえ、会場にお越しください。
※動物病院で注射を打つ場合でも、病院にハガキをご持参ください。

【お問い合せ先】
　揖斐川町役場 生活環境課　℡２２－２１１１　　　谷汲振興事務所 地域振興課　℡５５－２１１１
　春日振興事務所 地域振興課　℡５７－２１１１　　　久瀬振興事務所 地域振興課　℡５４－２１１１
　坂内振興事務所 地域振興課　℡５３－２１１１　　　藤橋振興事務所 地域振興課　℡５２－２１１１


